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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立湘南高等学校（定時制） 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月 11日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒一人ひとり

の目標や課題に丁

寧に対応し、確か

な学力を定着させ

るカリキュラム・

マネジメントに学

校全体で取組む。 

 

②主体的な学習活

動を中心に、意

欲・関心を高め、

社会人として求め

られる資質・能力

を培う。 

 

①生徒それぞれの

特性に応じた授業

を行うことで、わ

かりやすく効果的

な 授 業 を 展 開 す

る。 

    

②生徒自身が ICTを

活用し、意欲・関

心を高めた授業を

展開する等、ICT の

活用をさらに進め

ていく。 

①習熟度別授業の

展開や少人数学

習、チームティー

チング等を活用

し、充実した学習

の支援を行う。 

   

②生徒が ICT を活

用する際の支援を

工夫しながら主体

的な学習活動がで

きる機会を増や

す。 

 

 

①個々の特性を理

解し、柔軟な学習

の支援を行うこと

ができたか。 

  

②ICT の活用を支援

し、主体的に学習

する機会が増えた

か。 

①生徒の特性や目標に

応じて丁寧な授業を行

うことでわかりやすい

授業を展開することが

できた。 

  

②授業の中で生徒が ICT

を活用し学習する機会

が増えた。また、情報

機器の操作をスムーズ

に行うことができるよ

うになってきた。 

①生徒の学力差がある

中、習熟度別授業や、

チームティーチング

等、個々の生徒の特性

に応じた、より丁寧な

授業展開の成果を共有

し、さらに高めてい

く。 

 

②基本的な操作には慣

れてきている生徒が大

半である。今後は、授

業での活用方法も含

め、どのように発展さ

せていくかを検討す

る。 

 

習熟度別授業や TTを活用

して丁寧に授業を行ってい

ることを高く評価する。個

別最適な学びができるよう

指導するとともに多様な生

徒が協働的に学習する機会

もできるだけ設けていただ

きたい。 

学力差への対応も踏まえ

TT 等を活用しながら、さま

ざまなデバイスを生徒が利

用して学習できるような指

導と研修や実践等、教員間

の情報共有と組織的で積極

的な取り組みをお願いした

い。 

①生徒の特性に応じて、

習熟度別授業やチームテ

ィーチング等を行うこと

で柔軟な学習の支援を行

うことができた。今後は

さらに発展・拡充するこ

とが課題となる。 

  

②ICTを活用する環境を整

えていることは評価でき

る。生徒が ICT を活用し

て、様々な学習が行える

ように、研修や実践等、

教員間の組織的な取り組

みを行う。 

①時間割等の工夫を行
うことや、学習支援員
の活用なども視野に入
れて、更なる改善を検
討していく。 
   
②ICT を効果的に活用
した授業の実践例を授
業改善や研究授業等で
共有していく。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒による主体

的な行事運営を活

性化させ、豊かな

人間性を涵養す

る。 

 

②ルールに基づい

た学校生活のもと

で、しっかりとし

た判断力と規律を

守る意識を育て、

自律した社会人と

して成長するよう

指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①生徒が自主的に

生徒会活動や行事

の組織的な運営な

ど、人間関係の形

成に取り組めるよ

うに、活動の精査

をすすめる。 

  

②学校生活におい

て、集団の規律や

社会のルールに従

い、互いに協力し

ながら各自の責任

を 果 た す 力 を 育

み、社会の一員と

し て の 自 立 を 促

す。 

①行事ごとに十分

な準備期間を設け

ると共に、振り返

りと総括の機会を

設け、次の行事や

精査につなげる。 

   

②望ましい生活習

慣の確立を目指

し、指導・支援方

針の周知を徹底す

る。また、生徒

個々の課題解決に

向け、組織的に支

援の充実を進め

る。 

①生徒が自主的に

活動できる十分な

準備期間が設けら

れているか。 

生徒減に対応でき

る運営体制が構築

できたか。 

  

②校内における組

織的な指導・支援

方針の周知できた

か。また、全校生

徒 の 情 報 を 共 有

し、個々に合った

指導・支援を組織

的に行えたか。 

①各行事において、生

徒会役員を中心に生徒

が自主的に活動できる

よう計画的に準備し実

施することができた。

また、生徒一人ひとり

に役割を設け、積極的

な活動を促すことがで

きた。 

生徒活動の精査に関し

ては生徒会役員と協議

しながら生徒減に対応

した生徒委員会の精査

をすることができた。 

 

②校内における組織的

な生徒指導・支援とし

て本校における生徒指

導の方針を教職員間で

周知した上、生徒個々

に応じた指導・支援を

行うことができた。ま

た、教育相談連絡会議

を中心に、様々な背景

を抱える生徒に対し、

早期に情報共有し、SC

や SSW、外部機関との連

携で問題解決に繋げる

ことができた。 

 

 

①生徒減、教職員減に

伴い、各行事の運営は

生徒会役員を中心に、

多くの生徒が関わらな

ければ難しくなってい

る。行事への参加率を

増やすと同時に、多く

の生徒が運営に関わ

り、個々が活躍できる

場を設け、行事の活性

化に繋げていく。 

 

②生徒の様子や時代の

変化に適した生徒指

導・支援が必要である

ことから本校生徒に合

った生徒指導・支援を

併せ持った生徒指導方

針を検討していく。 

また、継続的に支援を

要する案件が増えてい

る。個々の課題解決に

向け、引き続き組織的

な支援の充実を進めて

いく。 

生徒生活体験発表大会で
２年連続全国大会入賞は
「生徒指導・支援」の大き
な成果である。継続してい
くことが重要である。 
行事運営について、生徒

の自己肯定感を高めるため
に、生徒一人一人に役割を
持たせることは有効である
と考える。仕事内容を具体
化し、運営に参加しやすい
工夫を検討して欲しい。 
生徒指導・支援の充実に

は，教職員間の連携連帯が
欠かせないと思われる。
個々に応じた指導・支援を
お願いしたい。 
さまざまな困難を抱える

生徒に対し、SC や SSW など
の専門職の活用で丁寧で適
切な支援がなされている。
教職員のスキルアップとさ
らなる連携を期待してい
る。 
 

①生徒会役員を中心に計
画的に準備し、各行事を
運営することができた。 
生徒活動の精査に関して
は、生徒会役員と協議
し、生徒委員会の精査を
することができた。 
今後も生徒減、教職員減
が予想される。生徒の活
動の場の削減に繋がらな
いよう、いかにして行事
を活性化させていくかが
課題である。 
 
②教育相談連絡会議を中
心に、生徒個々の課題を
早期に情報共有し、SC や
SSW、外部機関との連携で
課題解決に向け、組織的
に支援を進めることがで
きた。しかし、組織的な
教育体制が、未だ周知さ
れていない。運用方法に
関して、全教職員への理
解と、情報の共有方法が
今後の課題である。 

①生徒会役員を中心
に、全校生徒が行事運
営に関わり、個々が活
躍できる場を設け、行
事の活性化に繋げてい
く。 
 
②本校における組織的
な支援体制の見直し
と、更なる活用方法を
明文化し、全教職員へ
の周知を徹底してい
く。 
引き続き、継続的な支
援を有する生徒に対
し、様々な視点からの
アプローチ方法を検討
し、組織的な支援に繋
げていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（12月 11日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①幅広い進路選択

に応えることがで

きるよう、キャリ

ア教育の充実と、

進路支援体制を確

立する。 

 

①生徒の多様な進

路を実現させるた

めに状況に応じた

キャリア支援を行

う。 

  

②専門機関や教育

相談連絡会議と連

携した支援体制を

充実させる。 

①面談や進路希望

調査等から生徒の

希望進路を見据え

て、必要な支援を

行う。 

 

②SSW やハローワ

ークなどと連携

し、進路に向けて

早い段階からの支

援を行う。 

 

 

 

①生徒の進路希望

状況を把握し、状

況に応じた活動が

できたか。 

  

②専門機関や教育

相談連絡会議と連

携した組織的な支

援体制を進めるこ

とができたか。 

①面談や進路希望調査

から、個々の生徒に対

して情報を提供し支援

していくことができ

た。 

  

②教育相談連絡会議と

連携し、SSW を活用した

支援を行うことが少し

ずつできている。 

①多様な生徒の進路希

望や、進路決定につい

て消極的な生徒へ対応

を考えていく。 

  

②SSW の活用方法や活

用例を教員間で共有す

るなど、支援体制を整

え、必要な支援を行う

ことができるようにし

ていく。 

教職員だけの指導でなく

SSW などの専門職の活用に

加えて一人でも多くの生徒

が進路決定できるよう、さ

らなる支援体制の充実に努

めてほしい。 

 

①適切な情報を提供し進

路支援をしていくことが

できた。今後は年次等、

段階に応じた組織的な指

導を行うことが課題とな

る。 

  

 ②専門機関との連携が少

しずつ取れている。実例

を教員間で共有し、支援

体制を整えていくことが

課題となる。 

①総合的な探究の時間

や LHR を活用し、組織

的なキャリア支援を行

う。 

  

②教育相談連絡会議と

連携し、専門機関を活

用した進路指導体制を

構築していく。 

４ 地域等との協働 

① 地 域 と の 協

働・連携による

開かれた学校づ

くりを目指す。 

①保護者、中学生

および中学校、地

域、のそれぞれの

ターゲットに応じ

た 情 報 提 供 を 行

う。PTA 活動や定通

教育振興会、多文

化ワーキンググル

ープに関しては、

今後のクラス減に

伴う予算の減額や

職員数の減少に対

応できる体制の構

築を目指す。 

①保護者について

はデジタルでの情

報提供チャネルを

マチコミに一本化

する。その他につ

いては Web サイト

での情報提供を行

うとともに、中学

校の教員に定時制

の教育内容を伝え

る広報活動を行

う。クラス減対策

としては、校内組

織や業務の見直し

を視野にいれてい

く。 

①適切な情報がそ

れぞれのチャネル

を通じてターゲッ

ト に 届 い て い る

か。 

クラス減に伴う予

算減、職員数減に

対応することがで

きたか。 

①旧学区内の中学校へ

の資料配付を行い、ま

た本校での学校説明会

の充実に努めた。定通

教育振興会について

は、他校と合同で文化

振興大会(芸術鑑賞会)

を実施した。PTA 活動

は、連絡を密に取り、

業務量の削減を図っ

た。情報提供チャネル

の一本化は、問題なく

移行できた。 

今後のクラス減に伴う

予算や職員の減への対

応は、１年間を通じて

検討を続けた。 

①クラス減に伴う予算

や職員の減への対応は

検討を続けている。し

かし必要性があり残っ

ている業務もあり、取

捨選択が難しい部分が

ある。 

地域への広報活動や Web サ

イトの早い更新は評価でき

る。地域の力を活用して職

員減の一部を穴埋めできる

とよい。 

コロナ禍前のように地域の

行事に生徒が参加できるよ

う新たな協働を模索してほ

しい。 

情報提供チャネルの一本化

は評価できる。 

 

①本校を進学対象と考え

る生徒・保護者への広報

活動は成果を上げつつあ

るが、一方で職員の負担

の増加につながらないよ

うにする必要がある。 

 

②定通教育振興会の業務

など、職員減の中でどの

ように継続をするのか、

検討を要する必要があ

る。 

①広報活動について

は、業務負担と効果を

常に検証していく必要

がある。 

 

②定通教育振興会の業

務は数年後、湘南地区

の加盟校が本校だけに

なるため職員の負荷が

増えることも視野に入

れ、検討する必要があ

る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会から信用さ

れる学校づくりを

推進し、事故・不

祥事の防止を徹底

する。 

 

②教職員の働き方

改革推進のために

職場の意識改革を

図る。 

①事故・不祥事防

止について、職員

の意識の徹底を図

り、事故・不祥事

の根絶に努める。

ま た 生 徒 ・ 保 護

者・県民に丁寧な

対応を行うことで

信頼関係の構築を

目指す。 

 

②クラス減に伴い

予期される教職員

数の減少に対応で

きる組織改変と業

務の効率化および

均等化を図る。 

①日常業務の中で

教員間の情報交換

を活発に行い，事

故不祥事防止の意

識を啓発する。ま

た電話対応等で外

部に丁寧な印象を

与える対応を目指

す。 

 

②ワーキンググル

ープ等の整理や業

務の適切な配置，

仕事分担の均等化

等を進める。 

①事故不祥事防止

が職員を守ること

につながることが

周 知 さ れ て い る

か。風通しのよい

職場となっている

か 。 ま た 生 徒 対

応、電話対応や来

客等への対応が適

切になされている

か。 

 

②ワーキンググル

ープの整理や業務

の効率化，仕事分

担の均等化が進ん

だか。 

①事故不祥事防止につ

いて事故不祥事の根絶

に向けた研修を職員全

体で取り組んだ。 

 

②ワーキンググループ

の整理や業務の効率化

については、グループ

業務に位置付けること

を検討し整理する方向

性ができた。 

①事故不祥事防止につ

いては、啓発を続け、

形式的かつ他人事にな

らないよう、さらなる

工夫が必要である。 

 

②組織の効率化につい

ては、組織改編と業務

の効率化・均等化を目

指してきたが、今後も

検討を続ける必要があ

る。 

 

①職員減で従来の活動がで

きない中で削れない業務を

明示するなど業務の効率化

が進んだかどうか定量的に

可視化できるとよい。 

 職員減のなか事故防止を

徹底しながら働き方改革を

進めてほしい。 

①保護者への連絡チャネ

ルをマチコミメールに絞

ったことで、学校からの

情報を保護者が受け取り

やすくなり、一方で学校

側の業務削減にもつなが

った。今後はクラスルー

ムの使用方法を工夫する

必要がある。 

 

②業務の精選と効率化

は、今後も検討を続ける

必要があるが、限界に来

ている部分もある。 

今後も効果を検証しな

がら業務の削減と効率

化について検討を続け

る。 

 


